インドシナ半島東部における降水の季節変化の気候学と年々変動 by Nguyen-Le Dung
【学位論文審査の要旨】 
インドシナ半島において、夏のモンスーン・雨季の開始は、乾季から雨季への季節変化
を特徴づける重要な指標である。しかしながらベトナムとその周辺のインドシナ半島東部
域でのモンスーンの詳細な地域的な季節変化は、これまで十分に調べられていなかった。 
本論文では、最初にベトナムの気候学的な夏のモンスーンの開始の地域的様相を解明し
た。中部ベトナムの海岸部では、他のアジアモンスーン域とは異なって秋に降雨が最大と
なり、夏にはインドシナ半島の山岳の雨影となって相対的に乾燥する。そこで、中部ベト
ナム地域における夏の乾燥期の開始時期を定義する手法を新たに開発した。その結果、夏
の乾燥期は気候学的には 5 月下旬に起こり、中緯度偏西風の季節的北上、西太平洋の亜熱
帯高気圧の東への後退に伴って生じていた。また、南シナ海での梅雨前線の形成にも関係
していることを示した。  
ついで、インドシナ半島東部における夏と秋の雨季の開始時期の年々変動を 1958–2007
年の期間について調べ、これらの季節変化の前兆現象を海面水温データから探った。夏と
秋の雨季の気候学的開始時期は、それぞれ 5 月 6 日、9 月 16 日で、年々変動の標準偏差は
それぞれ 13 日、12 日であった。夏の雨季の開始は、スマトラ島からの対流活動活発域の北
上と、南西モンスーン気流の確立を伴っていた。他方、インドシナ半島北部及び中部での
夏の雨季の終了は秋の雨季の開始を意味する。いずれの雨季の開始とも 30–60日および 10–
20日周期の季節内変動と密接に関連して起こり、赤道太平洋での ENSO 現象の影響を強く受
けていた。ラ・ニーニャ年の翌年の夏の雨季、エル・ニーニョ発達年の秋の雨季は、いず
れも早まる傾向がみられた。ただし、前者の前兆は先行する冬季から見られるのに対し、
後者の前兆は 7-8 月にならないと現れない。またラ・ニーニャ年の秋の雨季開始が遅くな
るとは限らなかった。 
最後に、中部ベトナムの雨季の終了時期が、1979-2007年の期間において、1992/1993年
を境に、それ以前の 12月上旬から、突然に 2週間ほど遅くなったことを発見し、そのメカ
ニズムを解明した。近年は西部太平洋の海面水温の上昇と中部太平洋の海面水温の低下に
伴って、熱帯偏東風の西方への拡大、およびそれによる偏東風波動擾乱と季節内変動の活
発化、南シナ海南部での熱帯低気圧活動の強化が 12 月上・中旬にみられた。これにより、
アジア大陸からの寒気の吹出しによる熱帯収束帯の南下時期に遅れがみられるようになっ
た。これらの現象は、1990 年代の中頃に太平洋域で生じた大規模なラ・ニーニャ的状態の
継続に関係しており、先行研究で見出されていた南シナ海の夏季モンスーンの早期化と共
に、太平洋における大規模な大気・海洋変動の一環として起きたことを明らかにした。 
地球温暖化に伴う地域的な気候変化が、現地の基幹産業である農業や、洪水や旱魃の頻
発などの社会的影響が懸念される中、ベトナムを含むインドシナ半島東部域において、社
会的にも重要な季節現象である地域的な雨季の開始・終了の季節変化に関する気候学的様
相と、その年々変動をもたらすメカニズムについて、大気および海水温データを用いて詳
細な検討を行い、大規模な大気循環の季節変化とその年々変動、10年規模変動における ENSO
現象などの海洋変動との関係を指摘したことは、気候学的、地理学的にも重要な指摘であ
る。 
以上により､本論文は博士（理学）の学位を授与するのに充分な価値があるものと認めら
れた。 
